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今年は北海道ジュニアバスケットボール連盟の

創立１０周年記念ということで、１０月の地区予

選から始まり、１２月の道南ブロック大会、そし

て１月の決戦大会と、これまでにない経験をする

ことができ、本当に多くのことを学ぶことができ

ました。その中で私が感じた事、考えたことを綴

らせていただきたいと思います。あくまでも私の

個人的な考えですので、的外れな部分も多いかと

思いますが、ほんの少しでも室蘭地区の先生方や

子どもたちのステップアップに役立つことができ

ればと思います。

○ 道南ブロック大会での戦い

～ 決戦大会出場を目指して ～

開校５年目の本校は、何とか南北海道大会への

出場は果たすものの、決勝Ｔ１回戦敗退が最高成

績でした。しかし今年は記念大会ということで、

函館・苫小牧・室蘭の３地区での開催であり、決

戦大会への出場も可能性があると考えていました。

そこで、選手たちには「今年は１０年に１度のチ

ャンスの年だ」ということを予選の段階から話を

していました。地区大会を終え、道南ブロック大

会への出場権を獲得してからまずチームで行った

ことは、「どこまでを目指すのか」ということの確

認でした。選手からの反応はとても速く、「全道ベ

スト８」を目標とすることに決まりました。全道

ベスト８を目指すということは、決戦大会に出場

するだけでなく、そこで勝ち上がらなければなら

ないということです。この目標は私たちのチーム

にとっては非常に大きな目標でありましたが、結

果的にこの目標設定が今までにない成果を上げる

ための原動力となりました。

私たちのチームは男子が６名、女子が５名と人

数が少なく、３日間で６試合という点での体力的

な要素がブロック大会を勝ち抜くための大きな不

安材料でした。しかし、夏場のトレーニングの成

果が生かされ、全員で最後まで走りきることがで

きました。特に女子の３位決定戦は、両チームと

も体力的には限界に近い状態での戦いでしたが、

第４Ｑに速攻から点差を広げることができ、つら

い状況の中で「堅守速攻」という私たちが目指す

バスケットに近づくことができた試合でした。ま

た男子の決勝戦では、第３Ｑから速攻での得点が

増え、一気に試合を決めることができました。ま

さに走り勝ったゲームでした。この嬉しい結果の

裏には、チームトレーナーによるコンディショニ

ングがあり、無事にケガなく大会を終えることが

できました。この点は決戦大会でも活かされまし

た。

ブロック大会での大きな収穫の一つとして、リ

バウンドに対する意識の向上があります。特に男

子は地区予選で負けた向陽中とのブロック大会

準々決勝が、その後のチームの成長にとって大き

なポイントとなりました。長身者の少ない私たち

のチームにとって、リバウンドを奪われるという

ことは死活問題でした。一番の心配が相手にOff

リバウンドを奪われ、２ndシュートに対してファ

ウルをしてしまい、ファールトラブルになってし

まうことです。そのため、向陽中との試合ではゲ

ーム前はもちろん、ゲーム中も常にリバウンドに

対する指示を出し続けました。選手たちはその指



示に良く応え、しっかりと体を張って相手を押さ

え、必死にボールに跳びつきリバウンドを取って

くれました。この試合に勝ったことで、選手たち

はリバウンドの大切さを肌身で学ぶことができた

と思います。その結果、準決勝の教大附属函館と

の試合では、リバウンド数で４３対２７と圧倒し、

相手を３７点に抑えることができました。やはり

赤木選手の、「リバウンドを制する者はゲームを制

する」という言葉は間違いないと再確認すること

ができました。

ブロック大会では何度も劣勢になり、選手たち

も弱気になってしまいそうになりました。しかし、

その度にチームの目標を思い出し、ブロック大会

は通過点であることを確認し、つらい状況を乗り

越えていく強さを身に付けていくことができまし

た。私自身もコーチとして、いかにして選手たち

を「その気」にさせ、高い目標に向かって全力で

チャレンジさせ続けていくことが大切であるかと

いうことを改めて感じることができました。安西

先生の「あきらめたらそこで試合終了だよ」とい

う言葉を深く考えさせられる大会でした。

○ 初出場の決戦大会で

～ 全国レベルにふれて ～

決戦大会では、まずは予選リーグを突破してベ

スト８。そして決勝Ｔでどこまで勝ち上がれるか

という点がチームの目標であり、チャレンジでし

た。しかし初日の予選リーグで、早くも全道・全

国レベルを痛感させられました。

まず女子は、初戦で優勝した札幌清田に完敗。

続く旭川忠和戦では退場者を出し、２０点以上の

差をつけられての敗戦。決勝Ｔ進出とベスト８と

いう目標に対するチャレンジが終わりました。悔

やまれる点としては、選手のコンディションです。

お正月明けの４日から練習を再開したものの、大

会までには選手のコンディションは戻らず、ブロ

ック大会時のレベルでプレーすることができてい

ませんでした。この点だけで負けてしまったとは

全く考えていませんが、「もっと良いプレーができ

るのに」という悔しい思いが、選手・コーチとも

にあります。特に女子のコンディション調整の難

しさを痛感し、自分の力量のなさを反省するとと

もに、選手たちにも申し訳ない思いが残りました。

しかし、そんな中でも最後まで諦めずに必死に走

り続け、時には４人でオールコートプレスをかけ

てボールを奪うなど、星蘭のバスケを貫こうとす

る選手たちの思いを強く感じることができ、中体

連までにはもっとレベルアップすることができる

と確信しました。そのポイントとしては、まずは

プレスダウンだと考えています。まだまだミスが

多く、相手のペースに持っていかれることが多く

ありました。やはり中学生のバスケでは、プレス

ダウンができないと話にならないという点は間違

いないと思います。また、得点力不足も大きな課

題です。決戦大会では５試合平均で４５点でした。

いくらDefをがんばっても、失点を４０点以下に

抑えるのはとても難しいと思います。せめて５０

点台はとれる得点力をつけなければと考えていま

す。特に１年生の＃⑨佐藤は、ブロック大会６試

合で１３５点のチーム得点王でしたが、決戦大会

５試合では２３点とチーム最下位でした。チーム

全員に言えることですが、身長の低さをカバーす

る体の強さと判断力の速さを高め、強く速いプレ

ーができるようになってもらいたいと思います。

また、やはり女子は３Ｐによる得点力が非常に大

切だと改めて強く感じました。札幌清田や愛知若

水のようなシュート力を身に付けることを目指し

て練習していかなければと考えています。

男子は１勝１敗で予選突破を果たしたものの、

内容は決して満足できるものではありませんでし

た。初戦の旭川忠和戦では一進一退の展開でした

が、何度も突き放せるチャンスを逃してしまった

という印象で、第４Ｑラストは何とか延長に持ち

込んだ状況。しかし延長の入りが悪く、結局４点

差で敗れてしまいました。スタメンの一人＃⑤木



村の退場が命取りになりました。（この後３日間で

３回退場することに…。）やはり少人数の私たちの

チームが勝ち上がっていくためには、ファウルト

ラブルは絶対に避けなければならない問題です。

だからといってDefのプレッシャーをかけずに守

りきれるほどの能力もありません。となると、や

はり激しいDefをファウルせずに続けられる脚力

や持久力などのレベルアップが不可欠となります。

また、４回のファウルを上手に使うくらいの賢さ

も求められます。続く美幌北戦でも、前半は同点

での折り返し。後日ビデオを見ると、笑ってしま

うほどイージーシュートが入らない状況。道南ブ

ロック１位とはいえ、からくも決勝Ｔ進出という

内容でした。おそらく選手たちは「勝たねば」と

いうプレッシャーがとても強かったのではないか

と思います。当然のことながらそのプレッシャー

に打ち勝たなければならないのですが、こういっ

た重圧の中でプレーする経験があまりなく、それ

がこの結果につながったと思います。コーチとし

て選手たちの成長を考える上で、もっともっと多

くの経験をさせてあげなければと思う一方、札幌

や石狩、旭川、帯広などのチームの強さはそこに

秘訣があると思いました。

今年は記念大会ということで、初日で敗れた女

子もその後３試合させていただくことができまし

た。結果は全敗でしたが、選手たちは泣くほど悔

しがりつつも下を向かず、「今度こそ全道ベスト８」

という思いを強く持ったようです。また、男子は

決勝Ｔ１回戦で優勝した東海大四中と対戦し、そ

の後も招待チームの新潟鳥屋野と試合をさせてい

ただくことができました。始めて触れる全国レベ

ルに対して、当然のことながら勝つことはできま

せんでしたが、選手たちは自分たちのプレーを思

い切り出し、果敢にチャレンジしてくれました。

ゲーム中に進化しているようで、コーチとしても

とても楽しい試合でした。しかしこれからは、今

は手も足も出なかったチームを相手に勝負をして

いかなければならないという新たな目標ができ、

次への意欲を大いにかきたてられて帰ってくるこ

とができました。

バスケットボールは習慣のスポーツと言われま

す。良い習慣を身に付けるためには日々の積み重

ねがとても大切です。大きな目標や課題に向けて、

毎日を一生懸命がんばっていこうと決意を新たに

しました。

○ 決戦大会を終えて

～ まず為すべきこと ～

決戦大会での貴重な経験をふまえ、自分たちが

次のステップにあがるために、まず私が選手たち

に求めたことは以下のとおりです。

１ 「速さ」

① まずは足の速さ。走れるチームは強いとい

うことを再確認し、自分たちもトップレベ

ルの走力を身につけるべく、日々の努力を

続けること。

② 判断力の速さも上げていかなければいけ

ない。迷わずに思い切ってプレーするため

にはとても重要になる。コートの中はもち

ろん、日常生活の中でも鍛えることができ

るはず。

③ 強いチームはコート外でもあらゆること

が速い。移動・準備・片付けなどなど。常

にスピードを求め続けることが必要だ。速

さから生まれるゆとりが、落ち着きと冷静

さ、正確な判断につながる。

２ 「強さ」

① 「絶対に勝ちたい」という気持ちをどれだ

け強く持つことができるか。思いの強さが

これからの成長や、最後の中体連での結果

につながる。どんなことにも負けない気持

ちを！どんなことでも折れない心を！

② トップレベルと圧倒的な差を感じたのが

声の強さ。体力や技術に劣っていても、声

は勝てるはず。出そうとする意識の問題だ。



「声も技術」だ。あいさつや返事も含めて

もっともっと鍛えていかねば。

これらのことは以前からチームで指導している

はずでした。しかし決戦大会を終え、私の指導し

てきたことはまだまだ甘く、トップレベルのもの

ではありませんでした。上記の２点＋ファンダメ

ンタルの徹底を現在行っているところです。今よ

り上に行くためには、特別なフォーメーションや

システムよりも大事な事だと考えたからです。こ

の私の考えは選手たちにも話をし、共通理解のも

とで取り組んでいます。今回の１０年に１度のチ

ャンスを活かすことができたかどうかはまだわか

りませんが、決戦大会に出場したということだけ

に満足せず、中学生にとって最大の大会である中

体連に向けて今後も子どもたちと一緒に精一杯頑

張っていきたいと思っています。今は「まだ５カ

月も」というより、「もう５カ月しか」という思い

の方が強くあります。この子たちと１日でも長く

バスケができるように、私自身もコーチとしての

力をもっともっとつけていきたいと思います。

最後になりましたが、私たちのチームを応援し

てくださった保護者ならびに関係者の皆さま、室

蘭地区のたくさんの方々にこの場をお借りしてお

礼を申し上げます。皆さんの声援のおかげで選手

たちは精一杯プレーすることができ、貴重な経験

もさせていただくことができました。本当にあり

がとうございました。これからは道南を代表する

チームとして恥ずかしくないプレーをして、室蘭

地区を盛り上げていきたいと思っております。今

後ともご指導ならびにご声援をよろしくお願いい

たします。

室蘭地区ジュニアバスケットボール連盟

http://www.geocities.jp/muroran_jr_basket_ball
室蘭 ジュニアバスケ 検索


